
非営利ホールディングカンパニー型法人制度のイメージの一例
※ 現時点でのイメージであって、今後、本検討会において具体的に検討。
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④新たにグループ内の非営利法人間に限定し
た上で、資金の融通が可能（寄付、貸付、債
務保証、債務の引受などを想定）
【カネの活用】

②非営利ホールディングカンパニー型法人が
行う個々の意思決定に従って、参加する医療
法人等が法人運営を行う【意思決定の共有】

資金の
融通

①非営利ホールディングカンパニー型法人は、
理念を同じくする非営利法人が社員として参
加する社団法人で構成【理念の共有】
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⑤新たに株式会社に出資する
ことが可能（介護事業を行う
会社のほか、医薬品等の共同
購入やシーツのクリーニング
を一括で行う会社などを想定
【モノの活用】）

③グループ内法人間での医療職や事務職の異
動や共同研修などが可能【ヒトの活用】

※ 医療法人の非営利性等との整合性が検討のポイント

ガバナンス
自然人が社員となることも可
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